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目的ﾈ 朗反の色、柄 。デザA ンと入り 固桂との関係においt  . 准辰・薦荻効果が裏なる

ことは観え的 に知られてお<] 。り 評価i* 趣味 、嗜好 や禄兼 にTt よバ いるのが現板でヽあ

る。 本岬良fn 個報が

子ﾋ 漱服 のIk 敦勅栗t  の関低I  理梅的 に明り にヽ一することを目的 と寸 る。

方沃　 本学短期尺学生222 名 の顔写一真にs  る計測厦 を用いて外耳度は眉、目年・ 類型化

を試みた訳、今回n  'i ・ 賓刹! 用いて官能検査き行った。眉･^眉長. 眉幅 にＪる分類 の才

力ヽら良 沢、最ふ と冶ヽむs 種類 き、3  だ特殊^i形t  (  X捧に言うエ･順 、下'}眉. 三|りi 眉

、への字眉を取 り上げ 、更に眉 の明度N1.5 、N 4  .   N6.5の3 雅 之加えて相£に組みかi･ せ
. 2n 種類 り資料 色詐爪 した。目は輦裂長 。眼部八径にj: る刻 映の最大､、最小き訃tヽJ 禧類

とし。眼角度の大コ 札 小、また虹彩（ﾇ､ 眼）鴛蔵（白眼 ）の面積PC.   更に黒眼 の位置を

奮 め７組おかh せたhA 種叛 。賃料と作成 した。兼査者ij 本学矩期丸学生 。7 名 とし. 強い

. 弱い の両極租群支尺皮を用い、i 綬階評爺にぷり官能検・^i^.  だ.

湖東　官能旅舎 の邱貳 眉の場か。官駈値 か嗜､であリ ヒのほ眉角皮 状大、つま'] 上り眉

パまた副｡９ 明度、つ１り衷 色、/I  フリ）つfc バi お^ の場合 。官能俵が犬で あったの引 派、

角皮が載、つまりよ.り回て-あり、5  良a  I' 対-t る白眼 の貪痴t.、;,■ よ叫 眼間 柳 色｡に対する

その疹-この白眼径の丸tri載、つま') 黒眼 が^ 瞼 かり海 帆で、エ に往置-i る目乱 〇 だ。な

お回およv-'眉のふ形態咽 子がと･･の程皮 官能ま に影盾す るヵ、. その卓囚E 竃(S3帰分杵､こよ。

て数量化t 試 みた。
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束永參､良尺参攻　 ○私曽よ、や籾

目約　 デザ'4ン耕 札。対象として，動卜 形態　 素剥り 不可尺りi  の^"めふ。

形 鎧ン)鮮札″)` ﾔf` し 特lツ ） 寥本や 尽占゜ぐぁ 几 侑何今的に考之り'<* ら位置色示1    り
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デ サ〕 ンの勧 希､忿考 紀 ｊ､のλ必uAしrnし と

為 え"}.とよ いダ≒　; にし如何 にμ ずっに7 る

尽、

/χ　夕､のメぷ励心几　 瓦考え ろ 几札 次 め

・ ＼t!樵 を一与えて考I  抑£^ がめう。

考之弓場払 い町 点Å 限の形 匙≒昧ダ拓

ヵヽ 八 づ 夕ぶ 柿軋の重々ヽを加 ヽて考察し

よ クド ダフの分類 と しt ＼乍知を試 作 ＼ ≒、

(T,  芦､.1ヽとぶり ふ いt  ") 圈 洙 配考えるfこ/) の 哨形　 牡　 ２ つ以 訟のも とかnA ぶ ぺ の

μ　.*.と方牡　 ダa 円廿緋 乙部 彭^ ^:/ ■'形　 畝 無 とあ余け の闇 係 をβ う 尽め巳

膨張､乙 収禎 紅 皇 ま､を 、噺茎 ＆ で■ 1)・ サンワ' Iレい い/ ■'.

β　/no ん め苓 仁ここ。挑本､を泰 し、奥験面匙a 集計-  ̂いこ水 のり･ こn-> /≒

結界、1) 、無し俤1 プ 面積 とぶ元ろ い べ い円丿 八（　:  の伺 ■ヽp'ル`O ぶ丿 即 恥し

影ひ ヽ銅が ふ巾ふ八寸 ダ入でぃヽ　 匈。画 の勿 心加ヽ と秀えろf:   約方形及が円形 ど赫ダ 鉦

わ゛た奥験 で剛 一ブIT)   t のi リ集拓 芝斌うとや暴 ㈹でわう.　d) 。あ彩^  の闇貳T（

濃 色が禾hi-  'レ シ ー匹 が狼 へ




